
1

第１回 倶知安町景観計画・緑の基本計画 景観地区部会

議事概要

◎日 時 令和２年９月１１日（金） 午後２時３０分～午後４時３０分

◎場 所 ホテルニセコアルペン２階 シュプール

◎出席者 部会委員：笠間部会長、山田委員、カー委員、大久保委員、フィンドレー委員、斉藤委員、

沼田委員

事務局：まちづくり新幹線課 遠藤景観室長、星加景観係長、八田主事

コンサルタント会社：㈱KITABA 百瀬、松田、石田

１．開会

２．自己紹介

（山田委員）

・観光協会の副会長を３年間おこなっているが、本業は印刷看板デザインである。

・本業では、冬季間は 80％ほどひらふエリアの仕事をしている。羊蹄の里地区に住んでいる。

（斎藤委員）

・ホテルとスキー場の運営をしている東急リゾート(株)に勤務している。東急不動産でマンションの開

発等に関わってきた。

・倶知安には今年の４月から来ている。北海道には震災の年から札幌に住んでいた。北海道の自然の美

しさに魅せられており、久しぶりに北海道に戻ってきて嬉しい。札幌よりだいぶ寒くこちらの寒さに

不安を感じる。

（カー委員）

・俱知安町の雪質の良さの虜になり、こちらに来た。始めはここで仕事をするという考えもなくスキー

をしたいがために来た。たまたま夏にも来たら、夏もとても良かった。

・当時は外国人が少なかったが、少しずつ増えていく中で旅行業などに携わってきた。

・このエリアでマストとしてやらなくてはいけないこと、今後外国人が来なくなったらということを考

えると、スキーだけではないブランディングが重要である。

・夏には野菜もおいしく採れるような魅力もある。

（沼田委員）

・景観地区の中に事務所（サンスポーツランドくっちゃん内）がある。

・観光の視点からまちづくりの方針を定めた観光地マスタープランを策定している。

・観光の仕事に携わり５年ほどである。景観の担当もしていたことがある。
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・冬は毎シーズン雪山に滑りに行っている。

（大久保委員）

・生まれは仁木町である。

・かつて東急リゾート(株)でアルバイトをしており、毎日スキーをしていた。

・２００３～２０１５年から北海道トラックスに勤めながら、コンドミニアムの開発に携わっていた。

・当時はペンションビレッジのオーナーから毎日のようにお叱りの声やクレームをいただいていた。

・自分としては、地区ごとに建築物等の強いルールがある方が、他とは違う価値を認められるのではな

いかとも思う。魅力的なルールをつくることが必要であると考える。

・ペンションビレッジの建て替えも進んでいることから、未来を見据えつつルールを検討していきた

い。

（フィンドレー委員）

・倶知安の景観をどのように進めていけるのか楽しみにしている。

・このまちが少しでも良くなっていくために、力になれれば良いと思っている。

（笠間部会長）

・札幌にある土木研究所に２０１１年から所属しており、最初は３年間といわれていた。12 月～3月に

ニセコで働いて、本州に帰ろうと思っていたが北海道の魅力に魅せられて北海道に住むことにした。

・民間の企業では、景観、公園、ランドスケープのデザインなどをしていた。

・春の山がのんびりできるので、一番好きである。

・現在は忙しくてなかなかできないが、数日かけて山登りやキャンプを楽しむような、ニセコひらふエ

リアを遊び尽くすこともしたいと思っている。

３．景観地区のルールを踏まえた意見交換～現行ルールへの評価など～

（笠間部会長）

・サンモリッツ大橋から抜けていくとさまざまな建物があるが、それらは景観地区のルールを守ってい

るものであるという認識で良いか。

・現在の景観地区に基づくと、現在あるような建築物が増えていくという理解でよろしいか。

（星加係長）

・景観地区決定した平成 20 年以降の建物においては、ルールを守ったものであるという認識で良い。

（カー委員）

・十数年前に準都市計画区域等を定めルールを定めた際、急な動きでみんながパニックになり、急いで

決めた記憶がある。

・当時 50 階建ての建築物を含む大きな開発計画があった。景観地区のルールが遅れていたので、当時
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建てようと思えば建てられたが、リーマンショックの影響で建てられなかった。そのときの衝撃が大

きく、エリア全体に「どうしようか」という焦りが広がった。

・当時は外国人が少しずつ来て、小規模なものから開発が行われてきた。また現地の事業者も小規模な

ものが多かった。

・現在は、投資の規模が当時とは桁違いであり、海外資本による大規模な開発が行われている。

・コロナの影響で開発が少し止まっている中でのルールの見直しは、リーマンショックの時期に景観地

区の検討した時と似たようなタイミングである。

・ただ、今後コロナが落ち着いたら動き出すと考えている。

（フィンドレー委員）

・昭和の建物が多く残るようなスキー場が多いなか、この倶知安のようなレベルのリゾートは日本に他

にはない。

・現状、冬場は渋滞等の課題があるが、駐車場や車の交通問題などの解決もできていないまま、進んで

いるように感じる。タウンプランニングをしっかりと立てて、交通のことを整理すると良い。

・高速道路や新幹線がどこに通るのかも分かるようにして欲しい。

（星加係長）

・インターチェンジと駅は近い位置となる。

・インターチェンジが道道倶知安ニセコ線にタッチすること、位置的にも町道岩尾別南３線に近いこと

などを踏まえると、ニセコひらふ地区だけでなく、花園スキー場周辺も土地利用の目が向かうかもし

れない。

（フィンドレー委員）

・新幹線や高速道路 IC からの来客が予想されるので、位置を把握したうえで、今後の変化を見通した

交通輸送の形をつくることが重要である。これからもっと変わる町であり、チャンスの時期である。

・高速道路が黒松内まで伸びることは分かっているので、そのルートを示してほしい。

（斎藤委員）

・センタービレッジやペンションビレッジ等のひらふ坂周辺はこれだけ発展しているが、ニセコビレッ

ジなどに行くと発展の度合いがまるで違うのはなぜか。

（カー委員）

・スキー場を経営している会社がホテルなどの不動産・スキーレンタルなどを一括して管理しているの

が普通である。ひらふ坂周辺は東急リゾート(株)が、スキー場運営をメインとし、宿泊や飲食などの

滞在環境に必要な施設について参入できる余地を残してくれたことがここまで土地利用が進んだ結果

と思う。

（大久保委員）
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・20 年前からいる企業などは、ここは東急リゾート(株)の城下町のような印象を持っている。東急リゾ

ート(株)が無料シャトルバスを出しているエリアに開発が集中している。

・最近はシャトルバスルート外に個人的なプライベートの別荘を建てる人も増えている。

・国定公園とセンタービレッジ・山田Ⅰ地区は将来的な方針があったり、屋根の勾配などのルールがあ

ったがそれ以外はあまりない。

（笠間部会長）

・冬にバスが走っているエリアはバスに乗ってスキー場まで行けるが、走っていないエリアは別途バス

を走らせるなどの対応が必要となる。

（フィンドレー委員）

・現状の観光客は、コンドミニアムなどに泊まる人が多い。コンドミニアムでの滞在には買い物なども

必要であることから個人でレンタカーを借りるニーズが高まっている。

・ひらふ地区には大小さまざまなビジネスが開拓されており、多くの企業が立地している。独り勝ちの

ような環境があるわけではない。健全な経済循環となっていると思う。

（カー委員）

・この部会は景観についてのみ話す部会なのか。景観を考えるうえで、人の暮らしを考えることが不可

欠である。

・現状、町内には大学も専門学校もないが、観光客のみならず担い手となる若い人材をどうやってまち

へ呼ぶかということは、景観づくりの重要なサイクルの一つである。

・倶知安ニセコエリアの大きな課題は夏と冬のアンバランスである。冬のチームと夏のチームが異な

り、質のグレードに差が出てくる。

・人が最終的には重要なポイントである。若い力をどのように取り入れていくかが大きな課題である。

しかし近隣には大学などの若い人たちが集まるような場所がない。

（沼田委員）

・観光地マスタープランでも人材の定着の話をしている。他の観光地だと城崎温泉では、観光や踊りな

どを学べる国際観光芸術専門職大学というものを開校する予定である。

・専門職大学をまち単独でつくることは難しいが、このエリアだからこそ観光が学べるのだということ

を発信しつつ、課題があることを理解してもらう、周りに訴えていくことが必要である。

【観光地マスタープランについての説明】
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４．観光地マスタープラン等を踏まえた意見交換

～土地利用、開発誘導、景観誘導の今後のあり方など～

（フィンドレー委員）

・観光地マスタープランは方針であるので、必要に応じて柔軟に内容を現状と対応させることが必要で

ある。

（星加係長）

・景観地区の中で高さ制限は基本 13ｍであるが、それ以上であるのが、大沢川沿い地区、山田Ⅱ地区、

センタービレッジ地区、東岩尾別地区で、制限がないのは花園ビレッジ地区である。

（フィンドレー委員）

・花園ビレッジ地区に対して、現状の制限を変更するようなことはあるのか。

（星加係長）

・景観審議会では、花園ビレッジ地区の建築申請の検討をしているが、その中ではなんらかの規制が必

要ではないかという話題が出ている。具体的な話までは出てきていない。

・また、高さだけでなく建蔽率や容積率などについても地域性があるため、特性を踏まえて見直してい

く必要があると感じている。

（カー委員）

・現在、スキーリフトに近いところ地区の地価があがっている。建築コストは大きくても小さくても変

わらないため、スキーリフトに遠いところはあまり建てられないが、高速道路の新設などを見据えた

地区が懸念される。

・投資というよりもライフスタイルを含め、ここに住みたい、と思うところが買われている。売れない

と建てないため、デベロッパーとしても重要な点である。

・バスが道路沿いに停まるしかないため、渋滞している。十数年前にこのエリアのマスタープランどう

するかと検討したことがあり、渋滞に対するプランは入っていたはずだが、今のキャパシティーで見

直す必要がある。冬だけでなく、夏も渋滞が発生している。

・まずまちを好きになってもらったうえで、ここに住みたいと思えるものだと思うので、渋滞などで機

会を失ってはいけない。

・具体的に３４３号は道路はきれいになったが、バスを停めるところがないという課題がある。

・俱知安町から関係機関へのアプローチする力があれば、もう少し解決できる問題もあるのではない

か。

（フィンドレー委員）

・景観に関していうと、電線や携帯基地局がなぜここにあるのか、と思うものがある。

・人の家に隣接して変電所を建てるのも、なぜなのかと思う。
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（星加係長）

・基本的に工作物扱いとなるため、これまで景観上のルールもなく、役場としては対応が難しい。

（カー委員）

・大和ハウスも開発を進めていた際に外からのプレッシャーがあり、電柱を地中化した過去がある。そ

のようなコントロールも可能なのではないか。

（星加係長）

・まち全体の景観計画では、無電柱化などの景観形成も検討することになると思っている。このような

ことをルール化するには、民間側での開発や建築の際に協力いただくことが多くなると思う。

・一方で、行政としても自分たちの足元はどうであるのかを見直したい。公共施設の景観への配慮につ

いても合わせて考えていきたいと思っている。

（笠間部会長）

・景観計画の中にも川の風景はこうしていきましょう、という方針を書くことは可能である。

（フィンドレー委員）

・25 年間ほどラフティングの仕事をしていて川の景観を見てきたが、人工的な整備が多く、自然に調和

するような意匠になっていないと感じる。

（沼田委員）

・国や道と話をするときには「まちにその景観計画等があるか」という旨の話をされる。景観計画を定

めることでまちとしての方針を整理していきたいと考えている。

５．今後の景観地区部会で検討していきたいことについて

（笠間部会長）

・現在ニセコの価値を分かった事業者による開発が進んでいるが、魅力を損ねている建物はあまりない

ように感じている。それは山・建物・森がセットになって建物があるからだと思う。

・一方で森がなくなりすべてがコンドミニアム・駐車場などになっていった時にどうなるか。

・観光地マスタープランにおける保全エリアなど、開発をボリュームダウンしていくエリアの検討の必

要があると感じている。

（大久保委員）

・景観地区の区域を拡大するかしないかも重要である。倶知安町内の都市計画区域・国立公園国定公園

の網、高速道路と新幹線のおおよその位置を地図に整理してほしい。その上で、その地図を見ながら



7

区域の拡大等について検討すると良い。

・サンモリッツ大橋・国道５号線沿いは多く土地が買われているので、区域に入れるのか入れないのか

という議論が必要である。

・観光地と景観は密接な関係がある。中小企業振興条例と横のつながりが持てるよう考えていきたい。

ひらふ地区だけでない広い視野でとらえるべきである。

（フィンドレー委員）

・狭いエリアにどんどんと開発が広がっている。今後は景観地区から市街地へのアクセス沿線など、開

発が進み、開発された狭いエリアが繋がっていくことが懸念される。

・ひらふ地区から市街地につながる道路なども大切である。

・景観を考えるうえではまちづくりの視点が外せない。この会の中で景観を軸にどこまで話すのか。ま

ちづくり全体の話として捉えていきたいと思っている。

・車での生活しか考えられていないように感じる。景観地区から市街地へは、歩道がない箇所も多い

が、徒歩や自転車など車ではない人の動き方を設計していくべき。ライフスタイルをキーワードとし

て人を開発の中でどう動かしていくのかを考えていく必要がある。

（沼田委員）

・既存建築物のリノベーションへの誘導のアプローチをいかにできるかが重要である。どんどん新しい

ものをつくるのではなく、古くなったものを新しくしていくような考え方も必要である。

・多様性という考え方があったが、さまざまな事業者がおり、建物もさまざまである。それは生かすべ

きであると考える。しかし、近代的な建物の隣にログハウス調の建物があったりする。建築の方向性

を示すことができ、調和が進むとよい。

・スイスのシャレーしか建てられないようにしている地域もあるが、日本では一定のスタイルのような

ものが固まっていないので難しい面もある。

（星加係長）

・ニセコらしさとは何か、ということを考えてルールを作っていきたい。こういうものがエリア全体に

波及していくことでより景観が良くなっていく、というようなルールができるとよいと考える。

（カー委員）

・羊蹄山を、安全に自転車で一周できる道は出来ている。より活用していきたい。

・ひらふ地区入口の歩道のバス停留所は至急解消してほしい。

・倶知安には道の駅がないので、「空の駅」というテーマの芝生の滑走路の中で農産物の販売や人の集

いの場とすることを考えている。人を呼びこむネタとして倶知安の夏に人を呼ぶネタとして実現して

いきたい。

（フィンドレー委員）
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・エリア的に倶知安の美術館の方に観光の拠点を持ってくると回遊性につながるのではないか。

（斎藤委員）

・北海道に４年ぶりに戻ってきた際に、蘭越町の農家に連れてきてもらい、広い畑の向こうに山が見え

て「北海道に帰ってきたな」と感じた。それだけで道外の人にとっては感動を与えるものである。俱

知安町の夏の観光はまだまだできることがあると思う。

・「景観に関する部会」と考えるとそれ以前に考えるべきものも多くあるのだと感じた。この部会で何

を考えていくのかを明確にするべきである。

・意匠や高さなどの規制を検討しているが、建物を作られているアジアの方などは日本のデベロッパー

とは異なる目立つ建物を計画することが多く、結果として統一感が感じられなくなる。それらの建物

の歯止めとなるものを考えたい。色や形態など絞って考えていくとよいのではないか。

・花園で水源の管理もしているが、水源や温泉については今後シビアに考えていくべきことと思う。こ

れからの開発に対して資源に関する消費の仕方も考えていくべきだ。

・駐車場のことも心配な点である。多くの外国の方がレンタカーで移動するようになっていることも聞

いている。国内の方もレンタカー利用者が増えており、駐車場がいっぱいになってしまう。今度のシ

ルバーウィークもホテルは駐車場がいっぱいである。今後建てる建築物に対しては駐車場はきちんと

設けるなど、考えていくべきである。

（山田委員）

・今後、センタービレッジの建築物のリノベーション等が進むかと思うが、駐車スペース宿泊者の車両

に加え、数台の余裕があるくらいが必要である。現状、路上駐車も多く見られる。

・343 号沿いの歩道のイタドリはしっかりと管理すべきである。レンタサイクルでツーリングをする人

もいるなか、自転車で走行する人の邪魔になっている。

（フィンドレー委員）

・まとまった土地を持っている人に対しては、今後の開発のプランを提出してもらえるようになると良

い。

・泉郷が高さ制限１３ｍに対し、反対側の山田Ⅱ地区が高さ制限２２ｍとするのは望ましくない。

６．閉会


